
芸術科(音楽)における生徒の「主体性」を
引き出す授業づくりに向けたリーフレット

□ コロナ禍の状況の中、これまで一定の成果が表れていた取組みの多くに

制限がかかったこと。

□ 従来の評価の４観点と学習指導要領改訂に伴う３観点との対応関係を十

分理解できていないこと。

□ 実技テスト中心の「取組みの最終段階」での「技能」の評価を行うこと

に重点がおかれていること

□ 生徒の学習状況を把握して適切な指導につなげること（「指導に生かす

評価」）が十分ではないこと。

「主体性」を引き出す授業づくりをする上での課題
特に歌唱を伴う活動では、今まで「主体性」を引き
出す授業の中心的存在であった「合唱」によるパー
ト練習や歌唱練習などを制限せざるを得なかった。
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従来から芸術科（音楽）では「観点別学習状況の評
価」の取組みが充実していたにも関わらず、「何か
新しいことを始めなければいけない」という考えに
とらわれてしまった教員が多かった。

グループ単位で練習する際に、生徒が自身の課題に
気がつかないまま時間だけが経過してしまうケース
もあった。



□ コロナ禍前に戻すのではなく、コロナ禍で培った歌唱指導の工夫や一人一台

端末の活用などの効果的な指導については継続して実施すること

⇒「歌う時間は短くても曲とは長く向き合う」ことができる。

□ これまで実施してきた学習評価が、観点別学習状況の評価の観点【知

識・技能】、【思考・判断・表現】、【主体的に学習に取り組む態度】

のうち、どの観点に該当するのかを整理すること。

⇒これまでの評価の実践を生かすことができる。

□ 演奏の聴取から「できている」、「できていない」ということだけを評価す

る段階を超えた、題材の目標が実現されているかどうかを確認するための

「見取り」の充実

⇒３つの資質・能力のバランスよい育成につながる。

□ 実技教科の特性上、生徒たちの主体的な活動がメインで授業が展開され

ていく中で、途中経過を適切に見取り指導することによって、この題材

では「何ができるようになれば良いのか」が明確になり、生徒が「できた」

「わかった」ということを経験することによって、自らの感性を働かせなが

ら音楽を価値あるものとして実感できる。

上記課題を解決するために必要だと考えられること [歌の練習だけではなく、「きれいなハーモニーを
使って何を伝えますか？」の「何を」の部分を考える
といった音楽表現において大切なものを見つめ直す機
会をつくる。
また、実技テストなどは一人一台端末を活用して「自
分が一番納得のいく動画を提出する」という形式にす
ることによって、自分の実技を客観的に振り返ったり、
「粘り強く取り組む」態度を育んだりすることにつな
がる。
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題材の目標は伝えていると思うが、大きな題材になる
ほど生徒たちの活動の時間が長くなる。その活動の中
で「何ができるようになれば良いのか」を適切に見取
り指導することによって、生徒全員に確実に資質・能
力を身に付けさせることが重要である。

「指導と評価の年間計画（シラバス）」や題材の評価計
画等によって、評価方法や評価のポイント、評価の場面
を可視化することが重要である。[

一つの題材で必ずしも３観点を見取る必要はなく、
年間を通してバランスよく育成することが重要で
ある。[



● 課題解決に向けて教科として話し合ったこと

□ 従来から実践されている学習活動からどの部分を

充実すべきか

課題解決に向けた具体的な実践例

生徒たちは、この曲を学習する目的や目標をわかっ
ているかな？
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意見を出し合ったり、協力して音楽を創り上げたり、
歌唱表現の工夫を考える活動も取り入れることがで
きるよね！

「技能」がないと「表現」できないし、資質・能力
を一体的に身に付ける指導が必要だよね。

和声や強弱の変化に注目することによって、曲のイ
メージとして、例えば、何かの存在（やさしいか
ぜ）に気づき、『水芭蕉との出会い』をより印象深
く表すなどの歌詞と音楽の構造との関わりを学習さ
せることもできるね。

活動は充実していても、学ぶ側の生徒が「何かを学
ぶために歌う」や「何かを表現するために演奏す
る」ということを理解して取り組めるようにするこ
とが大事

《夏の思い出》学習活動

１

①尾瀬や水芭蕉の写真を見て情景を把握する。
②１番を階名で歌い、旋律の動きや曲の雰囲
気を把握する。

③歌詞を読んで、１番を歌詞で歌って「好き
な歌詞」を抜き出す。

④「はるかなおぜ」を中心に部分練習を行い、
旋律の動きに相応しい歌い方を考える。

⑤２番を歌詞で歌う。

２

①前時の振り返りを行う。
②歌詞の音読を行う。
③日本語の発音にふさわしい発声方法を練習
する。

④全員で合わせて歌う。
⑤「振り返りシート」に学習の成果を記入する。

さらに考えるとすれば…



● 課題解決に向けて教科として話し合ったこと

□ 従来から実践されている学習活動からどの部分を

充実すべきか

課題解決に向けた具体的な実践例
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《夏の思い出》学習活動

１

①尾瀬や水芭蕉の写真を見て情景を把握する。
②１番を階名で歌い、旋律の動きや曲の雰囲
気を把握する。

③歌詞を読んで、１番を歌詞で歌って「好き
な歌詞」を抜き出す。

④「はるかなおぜ」を中心に部分練習を行い、
旋律の動きに相応しい歌い方を考える。

⑤２番を歌詞で歌う。

２

①前時の振り返りを行う。
②歌詞の音読を行う。
③日本語の発音にふさわしい発声方法を練習
する。

④全員で合わせて歌う。
⑤「振り返りシート」に学習の成果を記入する。

この題材では「響きのある声で歌わせたい」のか、「音楽記号
の意味に沿った表現の工夫をさせたい」のか、「音楽記号と歌
詞の意味との関わりについて考えさせたい」のかがはっきりし
ません。
また、「観点別学習状況の評価」について考えたときに、それ
ぞれ３つの観点をどのタイミングでどのように評価するのか、
何を見取るのかがはっきりとしていません。

「これまで聴き取れなかった音が聴きとれた」、「これまででき
なかったことができるようになった」、「これまでわからなかっ
たことがよくわかった」、「“楽しい”と感じることができた」

⇒「できた！」や満足感を実感することのできる授業に

【そのためには】
□ 演奏中心の授業から、もう少し音楽と向き合う時間を取ったり、楽曲に

ついて考えることのできる内容を取り入れていく。
□ 【知識・技能】で一括りの評価をしていたが、改めて【知識】について

「何を理解するのか」を明確にして指導する。
□ 実技テストのみで 評価するのではなく、普段の取組み状況や態度など

も考慮していきたい。
□ 普段はよく出来ているが、テストになるとなかなか実力が発揮できない

生徒へのてだてを考えていく。



●府立高校での実践事例

題材：ベートーヴェンの交響曲第９番《An die Freude》を探究しよう

・題材の目標

（１）曲想と音楽の構造や歌詞との関わり、曲想や表現上の効果と音楽の構造との

関わりについて理解し、表現形態の特徴を生かして歌う技能を身に付ける。

（２）音色、リズム、旋律、テクスチュア、強弱を知覚し、それらの働きを感受し

ながら、知覚したことと感受したこととの関わりについて考え、どのように

歌うかについて表現意図をもつとともに、自分や社会にとっての音楽の意味

や価値を考えて聴く。

（３）混声合唱の響きを味わいながら歌うことや、曲想が歌詞の内容や作曲者の思

いなどによってもたらされていることを理解しながら、歌唱表現を創意工夫

することに関心をもち、主体的・協働的に歌唱や鑑賞の学習活動に取り組む

とともに、音楽に対する感性を豊かにし、音楽を愛好する心情を養う。

・題材の評価規準 芸 術
音 楽
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知識・技能【ａ】 思考・判断・表現【ｂ】 主体的に学習に取り組む態度【ｃ】

【知①】曲想と音楽の構造や歌詞と
の関わりについて理解している。
（歌唱）

【技】表現形態の特徴を生かして歌
う技能を身に付け、歌唱で表してい
る。（歌唱）

【知②】曲想や表現上の効果と音楽
の構造との関わりについて理解して
いる。（鑑賞）

【思①】音色、リズム、旋律、テク
スチュア、強弱を知覚し、それらの
働きを感受しながら、知覚したこと
と感受したこととの関わりについて
考えている。（歌唱・鑑賞）
【思②】どのように歌うかについて
表現意図をもっている。（歌唱）
【思③】自分や社会にとっての音楽
の意味や価値を考え、音楽のよさや
美しさ自ら味わって聴いている。

（鑑賞）

オーケストラの響きや混声合唱の響
きを意識しながら歌うことや、曲想
が歌詞の内容や作曲者の思いなどに
よってもたらされていることを理解
しながら、歌唱表現を創意工夫する
ことに関心をもち、主体的・協働的
に歌唱や鑑賞の学習活動に取り組も
うとしている。

音楽について、歴史的・文化的背景や曲想と音楽の構造と関

わりながら総合的に理解されることによって、音楽のよさや

美しさを深く感受できることをねらいとしています。

曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりを

理解するとともに、創意工夫を生かした表現

で歌うために必要となる技能を身に付け、楽

曲にふさわしい表現を工夫して合唱すること

を見取ります。



・題材の指導と評価の計画
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次 時 学習内容
主な評価規準
（評価方法）

１ １

◆クラシック音楽に親しむ
○楽曲について知る。
・交響曲第９番第４楽章を鑑賞する。
・楽曲の背景、歌詞の大意、音楽の構造について理解する。

【ａ】（ワークシート）
「交響曲第９番第４楽章」について曲想と音の構造との関
わり、曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わりについ
て理解している。

２

２

３

４

◆作曲家の表現意図を踏まえて、音楽を形づくっている要
素の働きを知覚し、表現を工夫する。

○《An die Freude》のパート練習
・パートごとにClassroomに配信している合唱練習用音源
を使用して譜読みをする。

・ドイツ語の発音、歌詞の意味を理解する。
・ドイツ語の発音（子音、ウムラウト等）、合唱表現にふ
さわしい発声法に注意しながら歌唱する。

【ｃ】（観察・ワークシート）
曲想が歌詞の内容や作曲者の思いなどによってもたらされ
ていることを理解しながら、歌唱表現を創意工夫すること
に関心をもち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組
もうとしている。

３

５

６

７

○《An die Freude》のパート練習
・音楽を形づくっている要素を知覚・感受して、楽譜で確
認しながら練習をする。

・個人でChromebookを用いて録音を行い、自分が一番良い
演奏と思うものを提出する。

【ａ】（録音の確認）
表現形態の特徴を生かして歌う技能を身に付けている。
【ｂ・ｃ】（観察・ワークシート）
自分の演奏の課題点を解決するために具体的な工夫を行い
改善しようとしている。

４
８

９

◆意見を出し合いながら、音楽表現を創意工夫する。
○全体練習
・正確な音程とハーモニー、音色、発音を意識して音楽表
現を深める。

・楽曲全体の曲の構成を考え、どのように演奏するのかを
試行錯誤する。

【ａ・ｂ】（観察・ワークシート）
・音楽を形づくっている要素とその働きについて知覚・感
受したことについて書けている。

・他のパートとの調和を意識したりしながら、自己のイ
メージをもって歌唱表現を創意工夫している。

５
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◆意見を出し合いながら表現の工夫をし、楽曲を完成させ
る。

○実技試験
・グループでChromebookを用いて録音動画の撮影を行い、
Classroomの課題機能を使って提出する。

・録音、録画したものを全パートでつなぎ合わせた動画を
鑑賞し、自分たちの演奏を客観的に聴く。

【ａ・ｂ】（演奏の聴取）
適切な発声、発音、音程、強弱等を意識しながら、自己の
イメージを歌唱で表現している。
【ｃ】（ワークシート）
混声合唱の響きを意識しながら歌うことに関心をもち、主
体的・協働的に歌唱の学習活動に取り組もうとしている。

・歌詞や旋律がもつ意味や作曲

者が曲に込めた思いなどをしっ

かりと理解する。

・それに相応しい表現方法を探究

する。

・自分の演奏を客観的に聴くこと

によって自分の課題を見つける。

・他者と意見交換することによっ

て更に表現の幅が広がることを

意識して計画しました。



●第７時（本時）の展開

（１）本時の目標

自分の演奏を録画録音することで何度も客観的に聴き、課題点を確認し改善するため練習を進めることができる。

（２）本時の評価規準

自分の演奏の課題点を解決するために具体的な工夫を行い改善しようとしている。

（３）本時の学習過程
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時間 学習内容・学習活動 指導上の留意点
評価方法

○形成的評価、●総括的評価

導入
５分

①本日の学習内容の確認
・ドイツ語の発音に注意し、音程、リズ
ム、発声、強弱に着目して歌う。

・自分の演奏を客観的に聴いてみる。

・本時の流れ、目標、録画録音の流れを
理解させる。

展開①
15分

②発声練習、発音練習
・前時までの発音のポイント等を確認し
ながら練習する。

③パート練習
・音程、リズム、発声、強弱に着目して
練習する。

・生徒が歌詞や発音と向き合い、より深
い学びを促すために歌詞の音読を課題
として設定する。

・旋律の動きを把握し、曲想にふさわし
い表現を工夫しながら、表現豊かに歌
う技の習得を図る。

○観察【知・技、主】

展開②
25分

④Chromebookを用いて録音を行い、自分
が一番良い演奏と思うものを提出する。

・まずは録音してみて、自分の演奏を客
観的に聴く。

・自分の演奏の課題点は何なのかを確認
する。

・どのように改善すれば良いかをワーク
シートにまとめる。

・各パート２人ずつの班に分かれ、班で
《An die Freude》を歌い録画録音を行う。
・録音動画で客観的に自らの演奏を聴く
ことで、ドイツ語の発音や音程、リズ
ム等を確認しながら、より良い演奏に
なるように試行錯誤を繰り返すように
促す。

・何度も取り直しが可能だと伝える。

○観察【知・技、主】

まとめ
５分

⑤試行錯誤した内容についてまとめる。 ・録音を客観的に聴いて課題を把握し、
その課題解決のための工夫を考えるこ
とが、より良い演奏につながることを
理解させる。

●録画録音動画、ワークシート
【思、主】
自分の演奏の課題点を解決する
ために具体的な工夫を行い改善
しようとしている。

一人一台端末は、アプリを活用した創作だ
けではなく、録音を活用した個人の実技テ
ストや「思考・判断・表現」を見取るため
のグループでのワークシートの共同編集な
ども行うことができる。また、Chromebook
での録画録音は、グループで歌っても自分
の声にフォーカスされて録音されるので、
評価の際も一人ずつの声を確認することが
できる。

生徒の主体性を引き出すためのアイデア

本題材で学習したことを授業内の発表だけで
留めるのではなく、TV番組の第九の動画投稿
企画に参加することで、生徒の意欲を引き出し、
オーケストラによる音楽の完成形を体感するこ
とができ、学びを深めることができる。



実践の振り返りから考えられること
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（参考）ある府立高校での２学期の配点

題材 評価方法

評価の観点

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

歌唱

実技テスト 20 20

実技テスト 20 15 30

ワークシート 15

器楽
技能テスト 10

発表 30 30 50

創作
作品提出 20 20

ワークシート 20

合計 100 100 100

講座平均 64.7 62.4 60.8

●「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法から生徒のどのような
点（姿）を評価したか

→発表に向けてグループで意見交換ができているか、また、アイディアを受け

入れグループの演奏に活かそうとしているかを評価した。

●２学期の題材の「主体的・対話的で深い学び」を実現するアイデア

→ギターアンサンブルにおいて、ICTを活用し、それぞれ表現の工夫について

意見を出し合い、一つの音楽へとまとめる学習を行った。

→合唱において、各パート１人ずつの計３人でハーモニーを奏でる練習を

行った。Chromebookで録音を行い、録音したものをグループで聴き検証

を行い、どうすれば美しいハーモニーになるか考える学習を行った。

・グループワークとして、音楽表現が難しい箇所において、どのようにすれば解

決するかをお互いに話し合う機会をもった。話し合うことでより具体的な方法

が編み出されるなど、自らの考えや意見が音楽に還元される仕組みを作ること

で、より主体的に取り組むことにつながった。

・「主体的に学習に取り組む態度」は、この観点だけ切り取って評価するので

はなく、「知識・技能」「思考・判断・表現」の観点を踏まえて評価していく

べき。

・実技テストや発表だけで評価するのではなく、そこまでの過程で考えたり表現

を試みた内容も可能な限り評価していく必要がある。

・振り返りでの記述に「難しかった」「最初は無理だと思ったが練習を重ねるう

ちにできるようになった」「達成感があった」などの内容が多くあったので、

概ね課題設定や目標設定は間違っていなかった。

・テスト本番に失敗しても、その場での声かけがさらに自己評価や向上心につな

がっていることも生徒の記述から読み取れたため、丁寧な声かけが主体的な学

びにつながる。

生徒の主体性を引き出すためのアイデア

器楽（ギター）の題材では大きく前後半に
分けた。前半は、ギターの扱い方や奏法等
を学び、個人の技術を高める。後半は、学
習したギターを使用したアンサンブルに挑
戦する。前半では、右のチェック表を用い
て自分がどこまでの課題を終えたのかを
分かるように個人チェックを行った。初め
てギターに触る生徒にはちょうどいい課題
だが、経験者にとっては簡単な内容なの
で、自由課題も設定し、高度な曲にもチャ
レンジさせた。


